
第
八
十
六
条
の
十

七

法
第
百
三
条
第
七
項
た
だ
し
書

法
第
百
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
三
条
第
七
項
た
だ
し
書

令
第
百
三
十
二
条
第
二
号

令
第
百
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
百

三
十
二
条
第
二
号

第
八
十
六
条
の
十

八
第
一
項

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出

動
を
命
ぜ
ら
れ
た

第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ

ら
れ
た

第
八
十
六
条
の
六

第
八
十
六
条
の
二
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第

八
十
六
条
の
六

第
八
十
六
条
の
十

九
第
一
項

第
百
三
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
か

ら
第
四
項
ま
で

第
百
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項

第
八
十
六
条
の
二

十
一
及
び
第
八
十

六
条
の
二
十
二
第

一
項

第
百
三
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項

第
百
三
条
の
二
第
一
項

施
設
、
土
地
等
又
は
物
資

土
地

第
八
十
六
条
の
二

十
三
（
見
出
し
を

含
む
。）

物
資
の
収
用
等

土
地
の
使
用
等

損
失
補
償
申
請
書
等

損
失
補
償
申
請
書

令
第
百
三
十
七
条
第
一
項

令
第
百
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
百

三
十
七
条
第
一
項

、
第
百
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

実
費
弁
償
申
請
書
及
び
第
百
四
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
損
害
補
償
申
請
書

の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
十
九
、

別
表
第
二
十
及
び
別
表
第
二
十
一

の
様
式
は
、
別
表
第
十
九

第
八
十
六
条
の
二

十
五

法
第
百
三
条
第
十
五
項

法
第
百
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
三
条
第
十
五
項

第
八
十
六
条
の
二

十
六

法
第
百
三
条
第
十
六
項

法
第
百
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
三
条
第
十
六
項

第
八
十
六
条
の
二

十
七
第
一
項
及
び

第
二
項

第
百
三
条

第
百
三
条
の
二

第
八
十
六
条
の
二

十
八
第
一
項

法
第
百
三
条
第
七
項
本
文

法
第
百
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
三
条
第
七
項
本
文

文
書
を
含
む

文
書
を
除
く

法
第
七
十
六
条
第
二
項
又
は
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

七
十
九
号
）
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の

規
定
に
よ
る
撤
収
（
次
項
及
び
第
八
十

八
条
の
十
五
に
お
い
て
単
に
「
撤
収
」

と
い
う
。）の
日

法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解

除
さ
れ
た
日
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
解
除
さ

れ
た
日
」
と
い
う
。）

第
八
十
六
条
の
二

十
八
第
二
項

法
第
百
三
条
第
七
項
た
だ
し
書

法
第
百
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
百
三
条
第
七
項
た
だ
し
書

撤
収
の
日

解
除
さ
れ
た
日

平成™˜年Ÿ月˜Ÿ日 火曜日 (号外第˜�œ号)官 報

第
八
十
六
条
の
六
中
「
別
表
第
十
二
そ
の
一
か
ら
別
表
第
十
二
そ
の
七
ま
で
及
び
別
表
第
十
二
そ
の
八
」
を
「
別
表

第
十
六
そ
の
一
か
ら
別
表
第
十
六
そ
の
七
ま
で
及
び
別
表
第
十
六
そ
の
八
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
六
条
の
十
五
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
公
用
令
書
の
写
し
の
送
付
）

第
八
十
六
条
の
十
六

防
衛
大
臣
は
、
法
第
百
三
条
第
七
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
公
用
令
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
当
該
公
用
令
書
の
写
し
を
関
係
都
道
府
県
知
事
、
関
係
方
面
総
監
等
及
び
関
係
地
方
防
衛
局
長
に
送
付
す

る
も
の
と
す
る
。

２

方
面
総
監
等
は
、
法
第
百
三
条
第
七
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
公
用
令
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該

公
用
令
書
の
写
し
を
関
係
都
道
府
県
知
事
、
防
衛
大
臣
及
び
関
係
地
方
防
衛
局
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
百
三
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
公
用
令
書
を
事
後
に
交
付
す
る
場
合
に
お
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
中
「
第
百
三
条
第
七
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
条
第
七
項
た

だ
し
書
」
と
、「
公
用
令
書
を
交
付
し
た
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
「
事
後
に
交
付
す
る
公
用
令
書
に
係
る
処
分
を
行
つ

た
と
き
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
公
用
令
書
の
事
後
交
付
に
係
る
相
手
方
へ
の
通
知
）

第
八
十
六
条
の
十
七

法
第
百
三
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
公
用
令
書
を
事
後
に
交
付
す
る
場
合
に
お
け
る

令
第
百
三
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
通
知
は
、
電
信
又
は
電
話
に
よ
り
す
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
の
取
消
し
の
上
申
）

第
八
十
六
条
の
十
八

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
は
、
第
八

十
六
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
自
ら
が
行
つ
た
上
申
に
係
る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、
順
序
を
経
て
、
防
衛
大
臣
又
は
方
面
総
監
等
に
上
申
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
上
申
は
、
文
書
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
に
よ
つ
て
は
速
や
か
に
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
口
頭
若
し
く
は
電
信
若
し
く
は
電
話
又
は
そ
の
他
の
通
信
手
段
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
事
後
に
お
い
て
速
や
か
に
文
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
二
項
に
規
定
す
る
文
書
の
様
式
は
、
別
表
第
十
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
処
分
の
取
消
し
の
要
請
）

第
八
十
六
条
の
十
九

防
衛
大
臣
又
は
方
面
総
監
等
は
、
法
第
百
三
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の

規
定
に
よ
り
自
ら
が
行
つ
た
要
請
に
係
る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
処
分
の
取
消
し
を
当
該
都
道
府
県
知
事
に
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
取
消
し
の
要
請
は
、
文
書
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
に
よ
つ
て

は
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
口
頭
又
は
電
信
若
し
く
は
電
話
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
事
後
に
お
い
て
速
や
か
に
文
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
二
項
に
規
定
す
る
文
書
の
様
式
は
、
別
表
第
十
七
の
と
お
り
と
す
る
。

５

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
の
取
消
し
を
要
請
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
処
分
取
消
要
請
書
の

写
し
を
関
係
方
面
総
監
等
及
び
関
係
地
方
防
衛
局
長
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

６

方
面
総
監
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
の
取
消
し
を
要
請
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
処
分
取
消
要
請
書

の
写
し
を
防
衛
大
臣
及
び
関
係
地
方
防
衛
局
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
用
取
消
令
書
の
写
し
の
送
付
）

第
八
十
六
条
の
二
十

防
衛
大
臣
は
、
令
第
百
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
公
用
取
消
令
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
公
用
取
消
令
書
の
写
し
を
関
係
都
道
府
県
知
事
、
関
係
方
面
総
監
等
及
び
関
係
地
方
防
衛
局
長
に
送
付

す
る
も
の
と
す
る
。

２

方
面
総
監
等
は
、
令
第
百
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
公
用
取
消
令
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
公

用
取
消
令
書
の
写
し
を
関
係
都
道
府
県
知
事
、防
衛
大
臣
及
び
関
係
地
方
防
衛
局
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
処
分
の
取
消
し
に
係
る
調
整
）

第
八
十
六
条
の
二
十
一

法
第
百
三
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
処
分
の

全
部
又
は
一
部
の
取
消
し
の
要
請
を
行
つ
た
防
衛
大
臣
又
は
方
面
総
監
等
は
、
当
該
処
分
の
取
消
し
の
対
象
と
な
る

施
設
、
土
地
等
又
は
物
資
を
都
道
府
県
知
事
に
引
き
渡
す
時
期
、
場
所
、
方
法
等
に
つ
い
て
、
当
該
処
分
を
行
つ
た

都
道
府
県
知
事
と
調
整
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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